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砲画審

&咽

双子ちされ殺写。

T-l!G子宮の対象 ま譲渡の身体1灘署雪書

け級さまだは級〉の7ラマ士沼棺54

$41'き1日号発夜景毒6機以上OY15.

2接申込主主主最‘員自在塁 送くの重抗告設定書

iこ弱体嫁怒号塁手〈護者世提示し続Aの
湾紙(獄事空局窓主ては福祉義務総書奇lこ

ありさまサ)1;::，館、重君事後者記入のそう

芝草空手む日尽をき'11日E索令iこ申汲ん

ださい。

か配布方法・枚以 室主祭長惑がら介

入tこっ償却授が準君送されi'l'す。

くわしくは、重m受綴へお問いをき

捕 時日晶画日
信極論

げHi!人(l)~国臨海についてi

f霞浅草銀険料脳部も繍円の い鉄町、続本に問問側

¥ 一一一一一一一一一ぷーノ つを霊長量堕総以予干の免震設人の2うは

E寝袋$重量Cり係殺事'11:1、合年O41'寺 院健康後幾iこw入'ぞききませんで
jJら、よごれまでの守 tJf'ヨ2730Plか たε4J'?118怒らl達、主義際o荻絞
らおOOR仁変わります。 によるつ会往などの霊霊祭保険に加入

相手、務総年金のぎを給者ガふ してない謀、国際l，2li[!入しおけ
え続けていえのと、総監主上野l己主E れば主主らはく慈勺さまし疋。つ窪ま

議著者壬合わ牧亡窓会護費tl毎年滋霊議す して10弘治役所総で4Fヨマロよ

るøc:、箆のE君主騒ぎ量もき~<します り図際的入0;幾iせを行いまます。

し、保険事iち絞めるお!jです。 妙手綴巴待機管るもの

さま主主国総王手金の事現象業幹I!立、 詩終 oE口i室 。タ}一国人主費総長立草壁塁塁
r::空三重写。 4月28Eヨぎで氾 .if分 08奇著書設関塗〈約ま疫の断書警のわ
を富百納売する懇意芝があり訟でま〈続年 ガるも(1))

さまでは6月末隠さ安でぞいだ刀、き菱 液ご不Il!号，雲寺い続出みま雪深年余

り殺すので浅草霊してく去ささい)ilo 憲章彦器保係主主マ?

Z主主芭も、よごれを剰Uf闘しdませんだ。

この絞殺をご斜線こおると二、 3

1:1月ごとに約める手裁も?とわ忌けて、 i議E詩事長証協余Ia:、中小企緩め震設

絞め百五れもなく怒りE苦言r.まだ毒患 機tf要最高金疑総から害事幾絞殺者総入
付謀議も、分りはら$3ヱヨeooorりで れる場合!之、公釣な在員5正人とと絞り
ザガ、詰絞ら3758640r号、 III草加 経連績を手号線化することを悶的とし

ま手会lJJ入望書は、分続なら4754400 芝公然綴認でザ自

円でをftf、高官納絞ら4おお20PlIこ ます喜襲警i高裁的で守年以ょi苛←務

l'i'Jslがれきま誌な霊堂む湾司、企業じり、保統縫
滋さまの鈴jCも重義〈なりa;<l'tf、 護軍事費は重重人益法人5800万降、総合
より祭し誌金者去後17自主る絞め曳ご 1縁側37ヨ向診1ごとす。〈わしく
務JJ<ださい。 は、警護・1吾の税工短説襲撃、弱工重量

重量級機関o綴ひき殺Ia:次oe:ごろ

(4) 

4F守elEヨ以線、島司東富義深銭安昔話

会!議室議ガ皆憾のお宅!とあ悶い L~て

議事在宅E安:i:にお座いい主きだくため

の潟査毛主い乏しま可。

号子主建!法筏鈎!こ韓議費量主宰気f謀総協会

のニ~-…ふをつけ身分誠司詩襲撃を主持率脅

しておりさま9.
主主Eラ、ござニド警の者懇合法受取霊童jJ

t♀営業所 (ft()t，71-64-3311)c家
主さは喜書類寝室篭気銭安i岳会主託手軽安部

(官と1474--411--678りさまであ籾い

お管くださしi.

主語ま~4月ま r"A警官懇話記念EヨJ

でけ。霊塁主主主皆と郵便長義之さIci:， ょ:n
後説会して今年も伐のような総念

行事夜行います。

。童話事寝室霊鱈 ヰ的2GBtJをう2o8

主主総手趣味議議院選 4問20白からお

。ポスト量産怒望書罪悪 ヰ月14Eヨガら

20Eヨ
邸主は fふみのです。

手話人、友人iニ手続安t討しましょう
〈災孫子郎総長室〉

小学校下1吏後lとさ子供量奪三ご一緒iこ

まろそんでくだささる指議事長当0¥ ト)
竜王凝集しをまでま〈学主主も司〕

惨霊童務主襲絞 っ<L~聖子学霊童後著書室

討議戸小学校iをく〉

惨事事終人員 ?をさ

t-勤務符務 2~寺ガら害

験罪悪合せ ft (64) 9792:1!lE自E主

総立 〈午後61時主U10

惨クラス 総長旦ーもや総

l>郷里遺 41'ヨ2号数より10@(言語天
矯延〉 午前10側主主うね評者

惨会話番，;;霊童蓮 珪〉手書電話設公農芸コ

ト ols 盟諸ittき公週二コ…
トお空き

t-重喜加料 15COE守

t-申込みハガキで生続、氏名、

年長市、霊童懇談絵、需主議会望書、主7.1級

cp級の8~者世主記入してくださいφ

寿1-19-9 CP符IE玉三をまと
""41'ヲ2il:3I<<'f理U9跨30会より説
会主務:とて受対 〈絞ま，，~議総クラブ〉

保険料ぞ絞め忘れていさますとこ、

万一め事政のとき、持襲警害年金やお

守年金主主どを受げられないi語力り

で怠〈、将来務総年金ガ裂をけられ

広いとともあって老後さ主主雪のささ

えtJ'3たおれさま診。もそう 寝耳官官事tJ

ぬください。もし来線ならば、でま

ぐE量渓$殺の保障主総を緩みち殺しよ

う。 Zまあ次OS!翠i己より、書長会最実

際者をおいますので、芸家主ざ納めてい
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議後名、受儀袋線を急記入して様込

んでくだ扱い， @1人当りオ5諸経

・奪還はJおはつけて稽 f生諮るJ こ ですので毒盤以上の事idゐ!品、

とを議える諸事組ω線還でけ。 ご選襲撃く主主ださい。③主義務法i孟主義

沙包障害 41'き22Eヨく日〉祭守霊39 せん毛正行い約機在王室主語しま90
吉事友治から11ff寺3阪去、多喜2@12隠 傍受信月'leEヨから208殺で

から2鰯e 重苦3@~ヲ静香車}分から4 霊童終的総m青空会)~あとヲ思 議

絡まE司 王草子陥没3華子新問34 と公民餓

t>総務 柏市E詩文化会総 l>~尊重見書(j)iち汚在住のちで、まE
y部省主警護金、ヨ本pγA主主主関協 際機三選嬰初山筈1こかをぎりますの毛主

主義重量持議、総孫子ffi殺害警委E毒殺事長後 ま手間従事毒して受講で脅さるかだiこか

絞ります。必ミ子どもてf才1O!懇合は 受講で禁法ぜん。

日唾画堕日望台
炉問軽量・韓華街 包際関ごとiこ'tR-の

とおり

除毒奇襲遣 をき穣闘とこも字続江総力ら

今28寺をま1ごく噂球製'l!1泣幹事く〉
砂霊聖F睦 Eヨ養護§とお!脚内紛段

料その全長〉

紗対象 …綾子吾E誌でさき援をきごとの
人主主Ici:'tR-のt二おりで容。主主お硲幾

多絞め1警合由選をiラいますa

惨申込j'j記長 名怒ごとに1"jl:¥c安

なお申し込みさきこ、宇!l.註す

る教察手当、作所、氏名、まま議事を繋

いよさハガキ〈章受iこは側約議力主主い

で関学授けはってください〉宅fl春
季きして〈ださい6

ま苫卓球事型車量

炉問後 4月2哲8 CEヨ〉ふり訪日調

ヰ後守

険機語号 機野山小学校体湾総

妙入銀 湾

修申五長み 4;:ヲ19臼〔本)践すG
i脅かそう1怨初日分 RJ[最長苛玄関陣百

通信パトミントン書聖書量

多少を3幸霊 月68(臼〉より綴葱

Eヨ長室8iO@

か著書新 薬2'J¥'苧疫体1雨量富
炉人絞おお

か申込ih 41'ヨ20Eヨ〈金)e字選ij10
3毒1:1ら1011寺務長苦 悩役所蕗電信5

ロ夜主主王子二ス紋重量

が日経ら臼(悶〉より総連事

， ~瓦薄切 10;9J 

t>草書棟 近詩文台公援護テニス二ヨート

l>人紋 40名

参b串ll;み 41'守218C立午詰で10
5寺から?筏主主総分 総抗告受長野

回総裁テニス毒霊祭

炉問緩 51'寺98より主寝室童三}く守士

101QJ 

険審再寺 三子翼主ヨ:i)喜重テ二三スコート

炉人奴 4袋三
惨事込み 41'ヨ238(的〉午線幼
時から10喜善30分 中央公良童話

話器バレーボール事費議室

惨8警護 ら月刊正ヨ〈本〕よりE吾遺棄

本陸票日 100 

紗銭高奇 潟iじi路1¥1ノーコート
〈湖北~持è:なり〉

砂人獄 名

惨事詰~ih 41'司248C}()三千言Ij10

時1.1e'..>10喜寺30分 完売認後続

明尋し1舗鱒

事謀役へ3(政おF号の言寄付tJおり殺し

段。

炉毛主義務まき1註喜雲中野久さんから社重注

慾lJl:L時設撃事事選重金へ 1日日事

i廿が65~う Eましたむ

..斉藤総務(!自治宝章旺D710)代表

芦奇書警務tおさんがS5CffiOO悶の寄付
ガおり芸去しだ。

参かみどりをきZ子ども会のみ主主ぜさん;訂
ら縫収の収量査主主とuて 14~27

円、マザーズ月ミ…ム寄げがあり

まし応。

参加さ主将裁をまdTvく久議室主585ぃ127)

ノJら公}l!災雲寺霊{こ乱開局或〉迂きもち

ゃの苦言開設tfありさまじ疋。

砂邸機学会諸税務(J)ゐ聖ん

mt役所ー τ 毛糸炭酸・さき「号
多発!，":[歪蜜Oi寄港ガおVJましな。

13:泊金銭
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